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編集後記   

岩本ゼミ発足3年目にして初めての機関誌が、今完成しようとしています0  

ここに至るまで円滑に進んだわけではなかったですが、とにかく無事完成する  

ことができ、 満足感と同時に安堵感を得ています○いや満足感や安堵感など感  

じていてはいけないのかもしれません。「この程度の論文しか君達には書けな  

いのか。」という岩本先生の心中を察することができるからであす0 もっとも  

岩本先生はそのような言葉を私たちに浴びせることはなく、いっも私たちの良  

い所を引き出すように褒められました○単純な私はその褒め言葉を信じて、机  

に向かったものであす。（先生から、「あまり成果が出ていないじゃないか0」  

と言われそうですが‥・）私以外のゼミ生も同じような経験をしていること  

でしょう。   

さて、「岩本先生とはどんな方なのか」を私なりに、私の経験からみてみま  

す。失礼なこととは患いますが、私は卒業する身なので最後の無礼講として許  

して頂ければ幸いです。大学に入学して半年程経った頃、私は書店である本を  

見つけました。マックス・ウェーバーの「職業としての学問」です0私はこの  

本を読み、深い感銘を覚えました0そして数カ月後、ゼミ紹介を聴き某ゼミと  

岩本ゼミに大変興味を持ちました0どちらを選ぶべきかと、ゼミで取り上げる  

教材・先生の発表論文の題名などが載っていた新入生用のパンフレットを調べ  

てみました。すると、岩本先生のページには、新入生に薦める本として「職業  

としての学問」があり、これを見て、「この先生なら、思想的な立場・考え方  

の相違があってもうまくやっていけるだろう0」というふうに感じました0さ  

らに、国際経済には興味があったので、岩本先生にお世話になることにしたの  

です。今になって思えば、私の判断も捨てたものではないなと少し自負してい  

ます。しかし、ゼミでは社会学や哲学を扱うことはなく、また私もそういった  

方面の勉強をサボってしまいました0このような経験から、私自身、先生から  

社会科学全般についてもっと学ぶべきであったと反省していて、後輩諸君には、  

普段のゼミでは見ることのできない、岩本先生の学問の背後にあるものに注目  

することを薦めたいです。（少し偉そうな言い方をしてレまいましたが、卒業  

生の木村さんも同じようなことを書かれているので、そんなにハズレたことで  
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もないでしょう。）私は、先生の考え方にウェーバー が大きく影響しているよ  

うに思っていますが・・・。もし外れていたらみんなで笑ってください。   

今まで触れてきた岩本先生よりも、皆さんが馴染みがあるのは酒の序での岩  

本先生でしょう。飲み会の時には、普通では耳にすることができない話を聞く  

ことができとても楽しかったです。（この内容は、先生自身から聞いてくださ  

い。）卒業してからも、先生・ゼミ生で飲みに行きましょう。97年の卒業生の  

進路先（コンサル・情報・官僚・金融・広代・大学院 〈工学〉 など）を見ても  

わかるように、本当に多種多様な人間が集まったと思います。2・3回生を見  

ても、優秀かつユニークな人間が集まっているので、10年20年後の姿が楽しみ  

です。せっかくゼミの仲間という大きな財産をもつことができたのですから、  

いい関係を保ち続けお互いに刺激し合っていきたいものです。   

次に、会計について少し報告しておきます。今年は初のゼミ機関誌というこ  

とで資金面で少し苦労しましたが、4回生1人1万7千円（来年度分1万円を  

含む）、2・3回生4千円、1回生2千円の負担をし、先生から1万円、O B  

3人から1万円、TA2人から2千円の寄付を頂きました。このお金はゼミ基  

金として、今後のゼミ機関誌の費用やO B会などゼミ関連の支出に充てたいと  

思っています。今回の詳しい収支報告は次号に掲載します（今年は現3回生の  

田中みゆきが会計を担当）。寄付してくださった方々にには、ゼミ機関誌を送  

付させて頂くと同時に、深く御礼を申し上げます。   

最後に、このゼミ機関誌作成に当たって、岩本武和先生、TAの高橋さん・  

柴田さん、現ゼミ長兼名簿担当の加地君、インゼミ 担当の鎌田・桐山の両君、  

会計担当の田中さんの協力がなければ編集が順調には進まなかったでしょう。  

もう1人の編集委員である中野屋とともに厚く感謝する次第であります。そし  

て、恩師岩本先生に対して卒業生一同、「3年間有り難うございました。」と  

いう言葉をもって3年間の締めく く りとさせて頂きたいと思います。  

1997年2月25日  

編集委員 谷口 繁紀  
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